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１．はじめに 
今回の熊本地震における警察による救出救助活動の調査分析結果は、既に訓練にフィー

ドバックされつつある。通常これほどすぐには訓練に取り入れられないものだが、警察に

それができたのは、その素地として、危機管理体制の見直しと向上、中でも特に、災害に

対処する部隊・隊員の教育訓練の向上にかける組織的な、また同時に熱意ある担当者によ

る、粘り強い継続的な努力があったことが指摘される。まずはこれに敬意を表したい。我々

は、この警察の努力により実現され、災害捜索救助医療の分野で一到達点となった訓練施

設の計画・設計に携わる機会があったので、ここにその経緯と考え方を記しておきたい。 
近畿管区警察局の災害警備訓練施設の設置構想について相談したいとの一報を受けたの

は、2012年 7月 5日であった。警察庁は東日本大震災を受けて危機管理体制の再検討と再
構築を行い、「警察災害派遣隊」を新設し、広域緊急援助隊を増員するとともに「緊急災害

警備隊（約 3,000人）」を新設した 1)2)。これら部隊の新設に伴い、隊員の教育訓練施設が必

要であることから、訓練施設の設置構想を立ち上げるとのことであった。 
筆者吉村は 2006年 5月から、佐藤、清水はその翌年から、また、施設設計の主力を担っ

た関、宮里は 2011年 1月から、消防、警察、自治体などの災害捜索救助医療訓練施設の計
画・設計、訓練空間・環境の設定に対する技術的協力を行ってきた 3)4)5)6)。この過程を通じ、

相談を受けた時点で我々は、この種の訓練施設に求められる要件 7)、計画設計における寸法

諸元 8)、訓練施設の整備と運用に関する課題 9)10) 、さらにその解決の方向性 11)12)について、

かなり明確に把握しつつあった。厳しい災害現場に出動する隊員らによりよい備えをして

もらうことができる訓練施設の実現、訓練カリキュラムや指導員養成など施設と一体に検

討しなければいけない課題の解決、さらには装備資機材の試験や開発などを併せれば、よ

り効果・効率も安全性も高い現場活動に貢献できるのではないかと考え、相談を受けた訓

練施設の計画設計に際しては、できる限りの努力をしようとの気持ちで一同一致した。 
 

	    

	 	 	 	 	 	 近畿管区警察局災害警備訓練施設の計画設計検討風景 

警察庁　　202

熊本地震における警察の救助活動に関する調査分析



２．訓練施設の計画理念・設計思想 
①日本型災害対応・実戦型訓練施設とすること 
訓練施設の計画設計においては、実施すべき訓練の内容を質・両ともにできる限り把握

し、施設の要求機能を把握・設定することが第一の段階となる。 
計画設計時には今回の熊本地震調査分析のような詳細データまでは存在しなかったが、

それでも大枠としては、日本で大規模地震が発生し多くの倒壊家屋が出た場合、救出救助

部隊が求められるのは比率として被害を受ける可能性が高い新耐震基準以前築の木造家屋

の倒壊現場や、頻発する台風や豪雨による浸水域や土砂災害現場などであろうと思われた。

また、日本である以上、噴火による火山灰現場などにも十分に備えておく必要がある。 
	 以上から、日本を襲う災害（誘因）の種類と被害特性、日本の各地域の状況（素因）を

よくふまえて、警察の災害派遣部隊が遭遇・対処することになる蓋然性の高い現場を洗い

出し、加えて、頻度は低いが訓練して備えておくべきケースはどのようなものか、どこま

でを想定するかをよく検討し、そこで必要となる活動技能（フィジカル・スキル）および

知識・予測・判断等（メンタル・スキル）の内容を把握・整理し、それらを身につけ定着

させる隊員養成訓練が実施可能な施設とすることが方針となった。 
このような「日本型災害対応訓練施設」とする考えのもと、土砂災害訓練ゾーン、水害

訓練ゾーン、倒壊建物訓練ゾーンなどの具体的検討が始まった。 

 

	 	 	 	 近畿管区警察局災害警備訓練施設	  	 	 開所式	 報道説明資料より 
	  	 	 	 全体配置（1/100模型） 
＜近年急増している集中豪雨、津波等の水害による浸水域での活動や今後懸念される大規

模地震により我が国で大量発生が想定される木造倒壊家屋での救助・捜索活動に対応した

水害／土砂災害／木造在来工法倒壊家屋など日本型ハザードの活動訓練エリアを備える＞ 
 
	 検討においては、建築・土木の専門家としての視点から、土砂や火山灰の性質、建物の

倒壊過程などを考慮し、訓練しておくべき活動現場として用意しておくべき典型的状況を

数種類選定した 13)。そのような現場において、災害対応部隊が何をしたいのか・何をしな

ければならないかについては、警察側も現場をよく知る隊

員らを選抜した検討組織を準備して対応してくれ 14)、ここ

に工学専門家と現場活動者の連携スキームによる検討体制

を組んだ上で必要なフィジカル・メンタル両面のスキルを

特定してカリキュラムに組み込んでいくことができるよう

になった。  
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②「考えて、動ける隊員」を養成する訓練施設とすること 
災害はひとつひとつが異なり、どれひとつとして同じものはない。地震そのものとして

は似たような揺れをもたらすものであっても、地域が違えば、あるいは少しの時間の差で、

様相が全く異なってくる可能性もある（例えばもし阪神・淡路大震災が 5時 46分という早
朝でなく通勤ラッシュアワーの頃、高架上に満員電車があり高速上にも多くの車が走って

いる時刻に起こっていたら、相当に様相が異なっていたであろうことが容易に想像される）。 
従って、マニュアル思考ではなく、原理原則を知り、現場で適用・応用できる隊員、す

なわち「考えて、動ける隊員」の養成が重要であると思われた。そのためにどのような訓

練施設とすべきかを検討していくことが、重要な方針として計画設計メンバーに共有され

た。原理原則を理解するための「ラボ」の構想はここから生まれ、重量物を移動する際の

注意事項や緊急補強材の入れ方などについて実物による実験・展示や体感的理解が得られ

る施設の検討が始まった。また、住宅など活動対象として蓋然性の高い構造物を構成する

床、天井、壁などの実物展示により理解を深められるよう、活動上のポイントをまとめた

パネルとともに用意している。さらに、訓練場所の直近でこれから受ける訓練の内容、位

置づけおよび技術解説などの説明を受けることができ、訓練後の反省検討を実施するため

のレクチャー・デブリーフィング・ブースの確保もはかった。 
 

  
構造・材質・重量物の特性と原理を  床、天井、壁などの実物展示と 
  実感的に理解できる特性ラボ   	 	 	 活動上のポイントをまとめたパネル 

 
	 	 レクチャー・デブリーフィング・ブース 
 
＜倒壊建物現場での活動をより安全に行うために必要な，構造・材質・重量物の特性と原

理を実感的に理解できる特性ラボ。建築・土木分野で蓄積された技法を活動に取り入れる

ための発想力を伸ばし，将来的にはコラボレーションにより近畿管区警察救助資機材セッ

トの開発も視野に入れたものを備える＞ 
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③管理型訓練施設であること 
既往の訓練施設によくみられた発想は、模擬的に災害現場を再現した訓練環境で場数を

踏むという発想であった。これは米英の施設のように訓練施設に専属の技術者が存在する

場合には有効であるが、そうでなければ非効率、さらには危険を孕んだ訓練環境となって

しまう可能性もある。実際、できるだけリアルに災害現場を再現しようとするあまり、本

当に危険な現場を再現してしまった例も見受けられた 7) 8)。また、実物でない再現は、あく

までも模擬的な再現環境であるため、実際の災害現場とは異なる面があると誤った認識を

植え付けてしまうミスリードの懸念もあった。 
そうではなく、フィジカルなスキル、メンタルなスキルなど訓練すべき項目を特定した

うえで効率的効果的に身につけられるよう考えていく必要性があるように思われた。警察

の場合、特に訓練の効率性と効果は要求される。災害派遣隊のうち例えば管区機動隊の隊

員が年間のうちどのくらい訓練受けるかをみてみると、年間 34 時間を半期 17 時間ずつに
分けて受ける訓練となっていた。隊員としての登録期間自体が 2 年間ほどであるから、相
当に効率的な訓練を実施する必要がある。 

 

	 	  
 
 

  
＜災害現場への類似性を重視した従来の模擬現場型の訓練施設とくらべ、訓練対象部隊や

訓練内容に応じて組み替えられ、訓練の事前事後は設定・撤収が容易、訓練中は指導や安

全管理が可能、また維持管理面も優れた「管理型」訓練施設（訓練中はもちろん，設定・

設置，撤収，管理・維持の安全な運用を最重要視。ハード的に二重，三重に安全配慮を施

した詳細設計および運用手順策定も含めた総合デザインによる安全設計＞ 
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④可変性、可視性により体系的・段階的で実効性の高い訓練ができる施設であること 
訓練プログラムの開発は、施設の計画設計の前提となる。ここにおいて、現場をよく知

る隊長・隊員らを、分析・整理に長ける研究者・技術者が支援することで、各々だけでは

見落とされがちな点を補いあってよい訓練プロフラムを開発することができる。ここで、

よい訓練プログラムとは、常に検証、改善を繰り返すもののことをいい、そのフィードバ

ックとスパイラルアップがなければ、決してよいプログラムではない。そこで、訓練プロ

グラムの開発を行うための検討体制の確保を提案し、またそれを施設の整備検討と連動さ

せることで、さらに効率と効果が出ることがめざされた。 
	 保有資機材・活動対象，訓練時間数・頻度等から求められる活動能力を隊レベルごとに

整理し，それに基づき訓練カリキュラムと必要施設を特定．以上により，管区機動隊（新

設された緊急災害警備隊・広域緊急援助隊），府県機動隊（広域緊急援助隊），特別救助班

（P-REX）の３レベルの段階的訓練を実施可能とした。 
 

	   

	  

＜地震災害の初期対応に必要な一連の訓練を実施可能な基礎訓練マルチシステムユニット

（担当者が交代しても一定手順で上記が可能で，全国にも標準化して展開できる，システ

ム化・ユニット化された安全設計）＞ 
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３．施設の構成 
以上により、実効的な訓練運用を最大限考慮し，1個大隊規模の大人数の訓練者に対し，

効果的かつ効率的に訓練を実施するために必要な施設構成要素を特定したうえで配置した

施設全体計画となった。主要訓練各施設に加え，レクチャーブース，デブリーフィングブ

ース，車両資機材庫等を配置．訓練運用上必要な安全距離の確保，施設運用上必要な設置

動線，見学スペース等も含めた多角的検討に基づく計画立案である。 
近畿管区警察局災害警備訓練施設 

 
①日本型災害対応・実戦型訓練施設 
②「考えて、動ける隊員」を養成 
③管理型訓練施設 

	 ④可変性、可視性により体系的・段階的で実効性の高い訓練ができる 
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＜参考＞ 原案段階での施設構成： 
地震災害初期対応	 基礎訓練マルチシステムユニット 
倒壊建物現場対応	 構造・材質・重量物	 特性ラボ 
豪雨・浸水域対応	 水害・土砂ハザード活動訓練エリア 
木造倒壊家屋対応	 日本型ハザード活動訓練エリア 
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４．訓練ユニットの設計 
既往の訓練施設によくみられた発想のひとつに、模擬的に災害現場を再現し、場数を踏

むという発想があった。これは米英の施設のように訓練施設に専属の技術者が存在するな

どの場合には有効であるが 9) 10)、技術者なしの状態では本当に災害現場並みに危険な訓練環

境を生む可能性をはらむ 8)。この種の訓練施設は建物等の床、壁、天井などの破壊による要

救助者へのアプローチを含む訓練を行うものであるが、災害現場を模擬した訓練施設の構

造的な安全性を確保する基準は存在せず、また、ともすれば訓練内容そのものよりも見た

目の災害現場らしさを重視する本末転倒を引き起こしがちな状況もある 8)。災害現場を模擬

的に再現する方式の訓練施設では、瓦礫が散乱してこみいった状況や閉鎖的空間を設定し

た場合は特に、訓練している者の動きや活動を指導員が見たり声をかけたりすることが困

難であるため、想定の付与、指導・助言、安全管理などが十分にできないこともある。 
我々の設計した訓練施設は、これとは発想を異にする。訓練すべきスキルを構成する要

素や、複数のスキルを組み合わせた一連の活動プロセスを丹念に把握・整理し、さらにそ

れらを段階的・体系的に習得・習熟、定着させることのできる訓練を運営できることを第

一としている。その上で、指導員や安全管理員などによる想定の付与、指導・助言、安全

管理などを十分に行うことができること、また設営・設定や撤収・維持管理などまでを含

めた訓練運営サイクル全体が円滑にまわることを考慮している。加えて定期的に人事異動

があり担当者が変わることが多い公的機関での運用となることを考慮し、管理のあり方を

重視して計画設計に臨んでいる。 
以下では宮里が中心となって設計し、またメンバー全員で検討した訓練ユニットについ

て特に詳しく紹介する。 
 
①	 倒壊建物救助マルチ訓練ユニット	 プロトタイプ 0号（Late 2012 model） 
我々は訓練施設に関する最初の相談を 2012 年 7 月に受けた後、速やかに検討を開始し、

8月末には最初のプロトタイプを提案した。 
このプロトタイプ０号は、外枠にしっかりとしたフレームを作り、その中で必要な訓練

設定を様々に自由に組めるようにする発想での訓練施設とするものであった。そのような

作りにすると、訓練空間を設定する際、どのように傾斜させたり落下した形に設定したり

しても、壁、天井、床などは全て外枠のフレームで支えられているので、安全性が損なわ

れることがない。また、指導・助言や安全管理のためのスペースも自在に組み込める。 
このように、管理型であり可視性、可変性を持たせるという発想は当初からあった。さ

らにモジュール化し組み換え可能にする発想が出てくるのは次の段階であった。 

 
プロトタイプ０号	 スタディ模型での検討	 	 プロトタイプ０号使用訓練イメージ 
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検討過程でのユニット案と活用案 

   
2012年末ごろには、設計がかなり洗練できてきた 
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②	 倒壊建物救助マルチ訓練ユニット	 プロトタイプ１号（Early 2014 model） 
2013年夏には災害警備訓練施設を東西に拠点として整備することが決定され、我々もさ

らに設計の精度を上げていった。 
2013年 12月〜2014年 2月には、宮里がさらに工夫を重ね、プロトタイプ１号を開発し

た。しっかりとした外枠を作りその中で様々な設定を行うことができるというプロトタイ

プ０号の発想を継承しつつ、プロトタイプ 1 号は、個々の単位としては小型の訓練ユニッ
トを数種類用意し、組み合わせることで一連の訓練が可能な、ユニット化・システム設計

の発想によるものである。このことにより、訓練の目的や内容、訓練対象者の部隊規模や

レベルに応じて訓練設定を組み替えていくことが容易となる。安全性を確保した上で、効

果・効率がさらに大きく高められるよう考えたものである。このとき同時に、訓練すべき

内容についても精査が加えられ、木造建物の倒壊過程の既往知見をもとに分析を加え、建

物倒壊現場での救助プロセスに沿った、より実戦的で実効性の高い訓練内容 13)15)をユニッ

ト内部で実施できるよう工夫が加えられた。 

 

	   
建物倒壊過程の分析、救助活動プロセスならびにそこで必要となるスキルの特定検討 13)15) 

 
各救助活動プロセスで必要となるスキルの訓練空間を内部で設定可能なユニットの開発 

⑧
①

②③
④

⑤

⑥

⑦
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模型によるプロトタイプ１号訓練ユニットの検討 
 

     
	 訓練ユニットの内部（接写カメラにより模型内部を撮影） 
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④	 倒壊建物救助マルチ訓練ユニット	 リリース１号（Mid 2014/ Early 2016 model） 
以上のように設計の精度を上げていくなかで、宮里のアイデアによりひとつのブレーク

スルーとなったのは、数種類あった訓練ユニットをモジュール化し、統一の規格寸法とす

ることで、さらに自在に組み替えられるシステム設計としたことである。これにより、訓

練効果が高い訓練を実施可能であるとともに、管理型で設定・撤収や維持管理が容易で、

可視性・安全性が確保され、可変型で運用が円滑なユニットがひととおり完成した。 

	  
モジュール化ユニットの模型での検討	 	 実大ユニットの整備 

 
モジュール化された屋内、屋根、瓦礫ハザード等の各活動現場に対応したユニット 
瓦礫ハザードユニットはフォークリフトにより運搬できるようフォーク用の穴が下にある。 

 
部隊規模や訓練目的によって組み替えることで、訓練内容に応じた訓練設定が可能 
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５．ユニットを用いた訓練 
①	 合同訓練での使用 
上記のプロトタイプ１号の時点より、各ユニットは車両運搬可能な寸法で設計する（可

搬性）という考えを方針とすることとなった。そして 2013 年 11 月に丹波で開催された近
畿管区広域緊急援助隊合同訓練では、プロトタイプ１号モデルのユニットのうち、小型で

トンネル型のユニットを試作して導入することが試みられた。外観はただの箱のように見

えて、その内部は、訓練目的に応じた設定を箱の骨組みとなっている部分に固定すること

で自在に行うことができ、実活動に近い負荷のあるかなり厳しい設定も可能である。また、

照明・視環境が専門の富山大・秋月有紀教授の助言により、ユニット内部を光の反射率の

低い黒色などの色に塗装することで、訓練効果をさらに向上させている。 

  
プロトタイプ１号（小型 CSRユニット）の試作ユニットを用いた広域緊急援助隊合同訓練 
 
②熊本地震後の訓練への取り入れ 
その後も試作ユニットを用いた合同訓練は毎年開催され、近畿管区災害警備訓練施設の

竣工後も、開催地にユニットを搬入・設置しての訓練が行われてきている。ユニットがモ

ジュール化されているため様々な想定等に対応した訓練設定が可能となっており、どのよ

うな倒壊建物を想定しているかを示す写真パネルをユニットの前に示すなどして訓練者に

もその想定を示しながら訓練が行われてきている。ユニットは、外観は箱のように見える

が、内部は倒壊建物現場をよく模擬しており、例えば床面には実物の畳があり、畳を上げ

ていかないと要救助者にアプローチできない状況や、狭小空間の設定などができる。この

訓練施設で訓練を受けた後に熊本地震に派遣された隊員の中には「熊本の現場が、ユニッ

トの中のように見えました」と報告してきた隊員もあった。熊本地震後もさらに、今回得

られた知見を取り入れた訓練が実施されている。 

  
訓練ユニットの内部。床や天井が傾斜し、畳をはぎながら進んでいかなくてはならない 
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熊本地震後の訓練状況。瓦礫ハザードユニットを併用して現場周辺の状況も再現している。

開口部への緊急補強の訓練なども調査分析結果の知見を活かし、行われている。 
 

 
 

熊本地震前の訓練想定とユニット設定例。これでも十分に良い訓練を実施可能であるが、

建物の倒壊状況と訓練設定の関連が、訓練者にはややわかりにくい。 
 

	  
熊本地震後の訓練想定とユニット設定例（2017 年 2 月合同訓練）。熊本地震における救助
活動の調査分析結果を活用し、活動現場における救助プロセスに関わる空間言語がユニッ

トを用いて再現されており、より実戦的な訓練が実施できるようになっている。またそれ

を示すパネルもユニットの前に掲示し、訓練者が想定を理解しやすいようになっている。 
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